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―
政
治
的
魅
力
の
源
泉
を
問
う

村

田

晃

嗣

　
（
四
一
九
）

は
じ
め
に
―
な
ぜ
今
レ
ー
ガ
ン
な
の
か
？

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
第
四
〇
代
大
統
領
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
（R

onald R
eagan

）
の
神
格
化
は
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
着
実
に
進

行
し
て
き
た
。
す
で
に
一
九
九
七
年
に
は
、「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
る
も
の
さ
え
始
ま
り
、
全
米
三
〇
六
七
の

す
べ
て
の
郡
に
彼
の
名
を
冠
し
た
建
物
や
橋
、
公
園
な
ど
を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
も
、
レ
ー
ガ
ン
の
名
を
戴
い

た
空
港
や
連
邦
政
府
ビ
ル
が
あ
る
。

　

二
〇
〇
一
年
二
月
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
世
論
調
査
で
は
、
レ
ー
ガ
ン
は
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
（John F. K

ennedy

）
や
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・

リ
ン
カ
ー
ン
（A

braham
 L

incoln

）
を
僅
差
で
抑
え
て
、「
史
上
最
も
偉
大
な
大
統
領
」
に
選
ば
れ
た
。
翌
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の

最
新
型
原
子
力
空
母
（
Ｃ
Ｖ
Ｎ
76
）
が
「
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
同
年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
は
、
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（
四
二
〇
）

愛
国
心
の
高
揚
の
た
め
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
（G

eorge W
. B

ush

）
政
権
は
意
図
的
に
レ
ー
ガ
ン
人
気
を
利
用
し
、
ま
た
大

統
領
も
レ
ー
ガ
ン
を
模
倣
し
よ
う
と
し
て
き
た
。

　

二
〇
〇
四
年
六
月
五
日
に
、
レ
ー
ガ
ン
は
九
三
歳
で
他
界
し
た
が
、
そ
の
直
後
の
中
間
選
挙
で
は
、
共
和
党
が
連
邦
議
会
の
上
下
両
院
で

多
数
を
制
し
た
。
と
り
わ
け
、
レ
ー
ガ
ン
の
衣
鉢
を
継
ぐ
保
守
派
の
台
頭
は
著
し
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
一
年
後
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調

査
で
は
、
レ
ー
ガ
ン
は
再
び
リ
ン
カ
ー
ン
を
抜
い
て
、
つ
い
に
「
最
も
偉
大
な
ア
メ
リ
カ
人
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
他
方
そ
の
頃
に
は
、

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
再
選
を
果
た
し
た
も
の
の
、
イ
ラ
ク
戦
争
後
の
混
乱
に
苦
し
み
、
二
〇
〇
五
年
八
月
末
に
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
「
カ
ト
リ
ー

ナ
」
に
遭
遇
し
て
支
持
率
を
大
幅
に
下
落
さ
せ
て
い
た
。

　

そ
の
模
倣
者
と
は
異
な
り
、
レ
ー
ガ
ン
は
自
ら
の
政
治
的
人
生
を
見
事
に
演
じ
き
っ
た
と
い
え
よ
う
。
何
し
ろ
、
早
く
も
大
統
領
退
任
時

に
は
、
彼
は
自
ら
の
葬
儀
の
詳
細
を
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
上
る
資
料
に
定
め
、
そ
の
後
も
家
族
が
そ
れ
を
毎
年
更
新
す
る
と
い
う
周
到
ぶ
り
で

あ
っ
た
。

　

だ
が
、
レ
ー
ガ
ン
の
人
生
は
矛
盾
と
謎
に
満
ち
て
い
た
。
こ
の
保
守
的
な
大
統
領
は
、
民
主
党
リ
ベ
ラ
ル
派
か
ら
の
転
向
者
で
あ
り
、「
小

さ
な
政
府
」
と
「
強
い
ア
メ
リ
カ
」
を
標
榜
し
な
が
ら
、
着
任
時
の
三
倍
に
上
る
膨
大
な
財
政
赤
字
を
残
し
、
ソ
連
と
の
和
解
に
着
手
し
て

政
権
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。「
建
国
の
父
祖
」
の
一
人
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
（T

hom
as Jefferson

）
は
、
し
ば
し
ば
「
ア
メ
リ
カ
の

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る
。
今
や
レ
ー
ガ
ン
こ
そ
、
こ
の
呼
称
に
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い（

1
）。

　

レ
ー
ガ
ン
は
後
年
ほ
と
ん
ど
崇
拝
の
対
象
に
な
っ
た
が
、
そ
う
し
た
一
般
の
評
価
と
は
別
に
、
専
門
家
に
よ
る
評
価
は
必
ず
し
も
高
く
な

い
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
シ
エ
ナ
大
学
が
二
〇
一
〇
年
に
政
治
学
者
や
歴
史
か
を
対
象
に
実
施
し
た
大
統
領
調
査
で
は
、
レ
ー
ガ

ン
の
評
価
は
歴
代
四
四
人
中
一
八
位
に
す
ぎ
な
い
。
因
み
に
、一
位
は
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
（F

ranklin D
. R

oosevelt

）
で
、

ブ
ッ
シ
ュ
は
三
九
位
で
あ
る
。
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ま
た
、
在
職
中
の
レ
ー
ガ
ン
は
知
性
に
欠
け
る
元
Ｂ
級
映
画
俳
優
と
軽
蔑
さ
れ
、
危
険
な
タ
カ
派
と
し
て
、
そ
の
政
策
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

は
し
ば
し
ば
激
し
い
非
難
に
さ
ら
さ
れ
た
。
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
（A

dolf H
itler

）
や
吸
血
鬼
ド
ラ
キ
ュ
ラ
と
並
ん
で
嫌
わ
れ
た
こ
と

す
ら
あ
る
。
毀
誉
褒
貶
は
政
治
家
の
常
と
は
い
え
、
レ
ー
ガ
ン
の
場
合
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
著
し
い
。
だ
が
、
彼
と
敵
対
し
彼
を
非
難
す
る
者

で
も
、
レ
ー
ガ
ン
の
個
人
的
な
魅
力
を
否
定
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
か
っ
た
。
政
治
的
な
反
発
と
個
人
的
な
愛
着
が
違
和
感
な
く
共
存
し
う

る
と
い
う
点
で
、
レ
ー
ガ
ン
は
ア
メ
リ
カ
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

後
述
の
よ
う
に
、
レ
ー
ガ
ン
に
関
す
る
評
伝
や
研
究
は
、
す
で
に
膨
大
な
量
に
達
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
は
レ
ー
ガ
ン
の
生
誕
一
〇
〇

周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
彼
を
主
人
公
に
し
た
映
画
も
製
作
中
で
、
同
年
後
半
に
は
公
開
予
定
で
あ
る
。
政
治
学
者
ポ
ー
ル
・
ケ
ン
ゴ
ー

（P
aul K

engor

）
に
よ
る
二
冊
の
評
伝
が
、
こ
の
映
画
の
基
礎
に
な
る
と
い
う（

2
）。

　

本
稿
は
、
レ
ー
ガ
ン
の
今
日
的
人
気
の
意
味
を
考
え
つ
つ
、
今
後
の
レ
ー
ガ
ン
研
究
の
意
義
と
課
題
を
検
討
す
る
、
さ
さ
や
か
な
ス
ケ
ッ

チ
で
あ
る
。
ま
ず
次
節
で
、
こ
れ
ま
で
の
レ
ー
ガ
ン
研
究
を
分
類
・
整
理
す
る
。
次
い
で
、
レ
ー
ガ
ン
が
政
治
家
に
な
る
ま
で
の
時
期
を
扱

っ
た
研
究
を
通
じ
て
、
彼
の
政
治
的
人
格
形
成
と
政
治
的
魅
力
の
源
泉
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
今
後
の
レ
ー
ガ
ン
研
究
の
展
望

に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

レ
ー
ガ
ン
研
究
の
潮
流

　

レ
ー
ガ
ン
を
研
究
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
然
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
必
須
の
文
献
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
彼
の
二
冊
の
自
伝
で
あ
る
。
一

冊
目
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
選
挙
を
め
ざ
し
た
頃
（
一
九
六
五
年
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
大
統
領
退
任
後
（
一
九
九
〇
年
）
の
も
の

で
あ
る（

3
）。

前
者
に
は
「
私
の
体
の
残
り
半
分
は
ど
こ
だ
？
」
と
い
う
風
変
わ
り
な
書
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
レ
ー
ガ
ン
が
出
演
し

　
（
四
二
一
）
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た
サ
ム
・
ウ
ッ
ド
（Sam

 W
ood

）
監
督
の
映
画
『
キ
ン
グ
ス
・
ロ
ウ
』（
一
九
四
二
年
）
で
の
、
彼
の
有
名
な
科
白
で
あ
る
。
こ
の
作
品

は
「
私
の
こ
れ
ま
で
出
演
し
た
中
で
も
最
も
い
い
映
画
だ
っ
た
と
信
じ
て
い
る
」
と
、
レ
ー
ガ
ン
は
回
想
し
て
い
る（

4
）。

キ
ン
グ
ス
・
ロ
ウ
と

い
う
中
西
部
の
架
空
の
町
で
の
物
語
で
、
レ
ー
ガ
ン
演
じ
る
青
年
は
作
業
中
に
事
故
に
遭
う
。
治
療
に
当
た
っ
た
偏
執
的
な
医
師
は
、
青
年

が
か
つ
て
娘
と
交
際
し
て
い
た
こ
と
を
快
く
思
わ
ず
、
青
年
の
両
足
を
必
要
も
な
い
の
に
切
断
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
書
名
が
示
す
よ
う
に
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
か
ら
転
じ
て
、
レ
ー
ガ
ン
は
政
治
家
と
し
て
第
二
の
人
生
を
歩
み
だ
し
た
。
そ
れ
は
、

リ
ベ
ラ
ル
か
ら
保
守
派
へ
の
転
向
で
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
彼
の
前
半
生
に
つ
い
て
は
一
冊
目
の
自
伝
の
ほ
う
が
詳
し
い
し
、
大
統
領
退
任

後
の
も
の
に
比
べ
れ
ば
、
よ
り
率
直
で
あ
る
。

　

レ
ー
ガ
ン
は
書
簡
の
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
、
彼
は
一
万
通
以
上
の
手
紙
を
書
い
た
と
さ
れ
る
。
他
方
、
大
統
領
時
代
に
は
、

レ
ー
ガ
ン
は
一
日
に
一
万
か
ら
一
万
二
〇
〇
〇
通
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
う
ち
で
大
統
領
の
手
元
ま
で
達
す
る
の
は
、

ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
大
統
領
は
熱
心
に
返
信
し
た
。「
書
く
こ
と
は
他
者
と
同
様
に
自
己
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
ほ
と
ん
ど
必
要
上
の
問
題
と
し
て
、
巧
み
に
書
く
人
は
よ
く
考
え
る
人
で
も
あ
る
」
と
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
で
国
務
長
官
を
務
め
た
ジ

ョ
ー
ジ
・
シ
ュ
ル
ツ
（G

eorge P. Shultz

）
は
、レ
ー
ガ
ン
の
知
性
を
過
小
評
価
す
る
向
き
を
牽
制
し
て
い
る（

5
）。

こ
の
膨
大
な
書
簡
の
中
で
、

レ
ー
ガ
ン
が
一
一
歳
の
時
の
も
の
（
一
九
二
二
年
一
一
月
二
一
日
付
）
か
ら
最
後
の
も
の
（
一
九
九
四
年
一
一
月
一
四
日
）
ま
で
一
〇
〇
〇

通
以
上
を
、
保
守
系
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究
所
の
三
人
の
研
究
者
が
編
纂
し
て
い
る
（
う
ち
二
人
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
関
与

し
て
い
た（

6
））。

い
ず
れ
も
、
レ
ー
ガ
ン
の
人
間
像
と
人
間
関
係
を
理
解
す
る
上
で
、
貴
重
な
一
次
資
料
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
三
人
の
編
者
は
レ
ー
ガ
ン
の
演
説
原
稿
を
も
編
集
・
出
版
し
て
い
る（

7
）。

大
統
領
就
任
ま
で
は
、
彼
は
ほ
と
ん
ど
の
演
説
を
自

ら
起
草
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
通
俗
的
・
実
務
的
な
も
の
が
中
心
な
が
ら
も
、
彼
は
読
書
を
重
ね
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
た
。

　

同
様
に
、
レ
ー
ガ
ン
は
日
記
の
人
で
あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
の
大
統
領
就
任
当
初
か
ら
八
九
年
の
退
任
時
ま
で
、
彼
は
丹
念
か
つ
継
続
的

　
（
四
二
二
）
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に
日
記
を
つ
け
て
い
た
。
歴
史
家
の
ダ
グ
ラ
ス
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
（D

ouglas B
rinkley

）
が
こ
れ
を
編
纂
し
、
二
〇
〇
七
年
に
出
版
し
て

い
る（

8
）。

ブ
リ
ン
ク
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
継
続
的
に
日
記
を
つ
け
た
大
統
領
は
、
レ
ー
ガ
ン
以
外
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

（G
eorge W

ashington

）
と
ジ
ョ
ン
・
Ｑ
・
ア
ダ
ム
ズ
（John Q

. A
dam

s

）、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ポ
ー
ク
（Jam

es P
ork

）、
そ
し
て
、
ラ
ザ

フ
ォ
ー
ド
・
ヘ
イ
ズ
（R

utherford H
ays

）
だ
け
だ
と
い
う（

9
）。

因
み
に
、
そ
の
後
の
二
〇
一
〇
年
に
は
、
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
（Jim

m
y 

C
arter

）
の
大
統
領
時
代
の
日
記
も
刊
行
さ
れ
た（

10
）。

こ
う
し
た
形
で
大
統
領
の
日
記
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
レ
ー
ガ
ン
と
カ
ー
タ
ー
だ
け
で

あ
る
。
両
者
の
比
較
研
究
の
可
能
性
も
拡
が
ろ
う
。

　

レ
ー
ガ
ン
の
日
記
を
一
瞥
す
れ
ば
、
世
評
と
は
異
な
り
、
彼
が
き
わ
め
て
勤
勉
で
あ
り
、
様
々
な
問
題
に
思
索
を
巡
ら
せ
て
い
る
様
子
が

わ
か
る
。
し
か
も
、
複
雑
な
出
来
事
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。
レ
ー
ガ
ン
は
日
記
の
中
で
も
要
約
の
達
人
で
あ
る
（
こ
の
点
、
カ
ー
タ
ー

の
日
記
は
は
る
か
に
叙
述
的
で
あ
る
）。
す
で
に
日
記
の
一
部
は
、
レ
ー
ガ
ン
の
二
冊
目
の
伝
記
に
引
用
さ
れ
て
い
た
が
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー

編
纂
の
日
記
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
が
後
知
恵
や
自
己
正
当
化
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
デ
モ
ラ
と
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ス
ト
ロ
ー
バ
ー
（D

eborah H
art &

 G
erald S. Strober

）
夫
妻
が
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
広
範
な

関
係
者
へ
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
編
纂
し
て
い
る（

11
）。

夫
妻
は
ケ
ネ
デ
ィ
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
（R

ichard M
. N

ixon

）
政
権

の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
も
手
が
け
て
き
た
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
基
本
文
献
や
公
文
書
、
さ
ら
に
は
関
係
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
頼
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
膨
大
な
レ
ー
ガ
ン
研
究

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
時
間
的
な
射
程
か
ら
三
種
類
に
大
別
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
単
に
大
統
領
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
レ
ー
ガ
ン
を
二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
や
文
化
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ

る
。
彼
の
生
涯
（
一
九
一
一
―
二
〇
〇
四
年
）
が
ほ
ぼ
二
〇
世
紀
全
体
に
重
な
り
、
特
に
二
〇
世
紀
後
半
の
大
衆
文
化
と
政
治
の
双
方
を
体

現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
四
二
三
）
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ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ア
ー
賞
受
賞
の
歴
史
家
ゲ
リ
ー
・
ウ
ィ
ル
ズ
（G

arry W
ills

）
に
よ
る
評
伝
『
レ
ー
ガ
ン
の
ア
メ
リ
カ
―
内
な
る
無
垢
』（
一

九
八
七
年
）
は
、
そ
う
し
た
試
み
の
代
表
的
な
成
功
例
で
あ
ろ
う（

12
）。

ラ
ジ
オ
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
映
画
俳
優
、
組
合
運
動
指
導
者
、
大
企
業

の
広
報
マ
ン
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
と
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
至
る
レ
ー
ガ
ン
の
多
彩
な
キ
ャ
リ
ア
を
丹
念
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
ウ

ィ
ル
ズ
は
レ
ー
ガ
ン
の
人
物
像
を
立
体
的
に
描
い
て
い
る
。
副
題
の
「
無
垢
」（inocent

）
は
、
ア
メ
リ
カ
史
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
著
者
ら
し
く
、
本
書
で
は
レ
ー
ガ
ン
と
リ
ン
カ
ー
ン
と
の
比
較
が
随
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
レ
ー
ガ
ン
が
二
〇
世
紀
ア

メ
リ
カ
の
偶
像
な
ら
、
リ
ン
カ
ー
ン
は
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
で
あ
っ
た（

13
）。

　

ル
ー
・
キ
ャ
ノ
ン
（L

ou C
annon

）
に
よ
る
一
連
の
評
伝
も
、
こ
の
系
譜
に
属
そ
う（

14
）。

キ
ャ
ノ
ン
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
時
代
か

ら
レ
ー
ガ
ン
を
取
材
し
て
き
た
古
参
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
分
析
手
法
や
叙
述
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
だ
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
時
代

を
中
心
に
数
あ
る
伝
記
の
中
で
も
情
報
量
は
最
も
豊
富
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
に
は
、
支
持
率
低
迷
に
悩
む
バ
ラ
ク
・

オ
バ
マ
（B

arack O
bam

a

）
大
統
領
も
キ
ャ
ノ
ン
に
よ
る
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
伝
を
読
ん
だ
と
い
う（

15
）。

　

レ
ー
ガ
ン
自
身
が
公
認
し
た
評
伝
と
し
て
、
や
は
り
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
作
家
の
エ
ド
モ
ン
ド
・
モ
リ
ス
（E

dm
und M

orris

）
に
よ
る

『
ダ
ッ
チ
』（
一
九
九
九
年
）
が
あ
る（

16
）。

こ
の
公
式
評
伝
の
た
め
に
、
レ
ー
ガ
ン
は
長
時
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
る
（
た
だ
し
、
す

で
に
彼
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
発
病
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
記
憶
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
）。「
ダ
ッ
チ
」
と
は
レ
ー
ガ
ン
の
子
供
時
代
の

あ
だ
名
で
あ
る
。
モ
リ
ス
も
レ
ー
ガ
ン
の
全
生
涯
を
包
括
的
に
扱
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
著
者
が
架
空
の
人
物
を
創
り
出
し
、
レ
ー
ガ
ン

の
人
生
に
何
度
も
邂
逅
す
る
と
い
う
設
定
に
し
た
た
め
、
伝
記
で
は
な
く
小
説
だ
と
い
う
強
い
批
判
を
招
い
た
。

　

近
年
で
は
さ
ら
に
、
レ
ー
ガ
ン
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
時
代
な
ど
、
政
界
入
り
以
前
の
個
別
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
次

節
で
改
め
て
論
じ
る
。

　

第
二
に
、
レ
ー
ガ
ン
を
一
九
八
〇
年
代
の
象
徴
と
し
て
、
レ
ー
ガ
ン
以
降
の
保
守
優
位
の
時
代
の
終
焉
を
論
じ
る
研
究
で
あ
る
。
一
九
八

　
（
四
二
四
）
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〇
年
大
統
領
選
挙
で
の
レ
ー
ガ
ン
の
勝
利
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
以
降
の
「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
」
を
崩
壊
さ
せ
、
リ

ベ
ラ
ル
優
位
の
時
代
を
終
焉
さ
せ
た
。
そ
れ
ま
で
分
裂
気
味
だ
っ
た
外
交
・
安
全
保
障
で
の
保
守
勢
力
（
強
い
ア
メ
リ
カ
）
と
社
会
的
保
守

（
人
工
中
絶
反
対
、
銃
規
制
反
対
、
同
性
愛
反
対
な
ど
）、
そ
し
て
経
済
的
保
守
（
小
さ
な
政
府
）
を
、
少
な
く
と
も
イ
メ
ー
ジ
の
レ
ベ
ル
で

糾
合
す
る
こ
と
に
、
レ
ー
ガ
ン
は
成
功
し
た
。「
レ
ー
ガ
ン
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
を
「
右
翼
の
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
」

と
見
る
学
者
も
あ
る（

17
）。

　

た
だ
し
、
一
九
八
〇
年
の
大
統
領
選
挙
の
段
階
で
明
白
だ
っ
た
の
は
、
リ
ベ
ラ
ル
の
敗
北
で
あ
っ
て
必
ず
し
も
保
守
の
勝
利
で
は
な
か
っ

た
。
す
で
に
一
九
七
〇
年
代
を
通
じ
て
、
リ
ベ
ラ
ル
は
道
徳
的
・
宗
教
的
な
言
説
を
回
避
し
て
「
選
択
の
自
由
」
を
尊
重
す
る
中
立
的
な
言

説
に
終
始
し
、
保
守
派
に
押
さ
れ
て
き
た（

18
）。

レ
ー
ガ
ン
の
勝
利
を
契
機
に
、
続
く
八
〇
年
代
を
通
じ
て
、
保
守
が
ア
メ
リ
カ
の
政
治
と
社
会

で
主
流
化
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
時
期
区
分
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
に
は
、
二
つ
の
動
機
が
あ
ろ
う
。
一
つ
は
、
二
〇
〇
一
年
一
月
に
成
立
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
思
想
と
政
策
の
源
流
を
レ
ー
ガ
ン
時
代
に
求
め
、
両
者
を
比
較
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
二
〇
〇
八
年

九
月
一
五
日
の
米
大
手
証
券
会
社
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
（L

ehm
an B

rothers

）
の
破
綻
に
端
を
発
す
る
経
済
危
機
を
受
け
て
、
一
九

八
〇
年
代
以
降
の
新
自
由
主
義
的
な
規
制
緩
和
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
批
判
的
に
見
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

歴
史
家
の
ギ
ル
・
ト
ロ
イ
（G

il T
roy

）
に
よ
る
『
ア
メ
リ
カ
の
夜
明
け
―
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
は
ど
の
よ
う
に
一
九
八
〇
年
代
を

創
り
出
し
た
か
』（
二
〇
〇
四
年
）
は
、
レ
ー
ガ
ン
の
個
性
に
も
注
目
し
、
彼
を
強
硬
な
保
守
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
で
は
な
く
「
幸
福
な

戦
士
」（happy w

arrior

）
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
レ
ー
ガ
ン
が
一
九
八
〇
年
代
を
通
じ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ

ー
ト
事
件
で
分
裂
し
た
ア
メ
リ
カ
社
会
の
統
合
に
成
功
し
た
と
、
同
書
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。「
政
治
が
単
な
る
パ
ワ
ー
・
ゲ
ー
ム
や
資

源
配
分
の
問
題
で
は
な
く
、
シ
ン
ボ
ル
の
衝
突
と
意
味
の
集
団
的
模
索
を
し
ば
し
ば
伴
う
こ
と
を
、
レ
ー
ガ
ン
は
示
し
た
の
で
あ
る（

19
）」。「

ア

　
（
四
二
五
）
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メ
リ
カ
の
夜
明
け
」
と
は
、
一
九
八
四
年
の
レ
ー
ガ
ン
再
選
の
際
に
多
用
さ
れ
た
表
現
で
あ
り
、
同
年
の
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
成
功
こ
そ
は
、
レ
ー
ガ
ン
に
よ
る
社
会
統
合
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
同
じ
保
守
の
系
譜
に
あ
っ
て
も
、
レ
ー
ガ
ン
が
社
会
を
統
合
し
た
の

に
対
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
は
分
裂
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

　

外
交
専
門
家
の
ジ
ョ
ン
・
エ
ー
マ
ン
（John E

hrm
an

）
も
一
九
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
を
「
レ
ー
ガ
ン
の
時
代
」
と
定
義
し
て
い
る（

20
）。

技
術
革
新
か
ら
税
制
、
規
制
緩
和
ま
で
、
こ
の
時
期
に
ア
メ
リ
カ
社
会
は
大
き
く
変
貌
し
た
が
、
レ
ー
ガ
ン
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
重
視
し
漸

進
的
な
手
法
を
と
っ
た
こ
と
が
、
抵
抗
を
少
な
く
し
変
革
を
可
能
に
し
た
鍵
だ
っ
た
と
、
エ
ー
マ
ン
も
分
析
し
て
い
る
。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
の
シ
ョ
ー
ン
・
ウ
ィ
レ
ン
ツ
（Sean W

ilentz

）
に
よ
る
『
レ
ー
ガ
ン
の
時
代
―
一
九
七
四
―
二
〇
〇
八
年

の
歴
史
』（
二
〇
〇
八
年
）
は
、
よ
り
長
期
に
一
九
七
四
―
二
〇
〇
八
年
の
時
期
を
保
守
優
位
の
時
代
、
つ
ま
り
、
レ
ー
ガ
ン
の
時
代
と
定

義
し
て
い
る
。
一
九
七
四
年
は
ニ
ク
ソ
ン
が
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で
失
脚
し
、
共
和
党
内
で
よ
り
保
守
的
な
勢
力
が
台
頭
す
る
転
機
と

な
っ
た
。
ウ
ィ
レ
ン
ツ
に
よ
れ
ば
、
良
し
悪
し
は
別
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
政
治
史
の
中
で
一
時
代
を
代
表
し
う
る
政
治
家
と
し
て
、
レ
ー
ガ

ン
は
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
や
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（A

ndrew
 Jackson

）、
リ
ン
カ
ー
ン
、
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
（T

heodore 

R
oosevelt

）、
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
比
肩
し
う
る
と
い
う（

21
）。

　

し
か
し
、
レ
ー
ガ
ン
に
代
表
さ
れ
る
保
守
主
義
は
、
や
が
て
分
裂
し
過
激
化
し
て
い
く
。

い
く
つ
か
の
点
で
、
保
守
運
動
は
成
功
の
犠
牲
者
で
あ
っ
た
。
ソ
連
が
消
滅
し
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
ほ
と
ん
ど
無
視
で
き
る
水
準

に
ま
で
下
が
り
、
高
額
の
税
率
が
一
九
八
〇
年
の
半
分
に
な
る
と
、
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
が
就
任
時
に
公
約
し
た
主
要
な
目
標
の
す

べ
て
は
達
成
さ
れ
、
当
惑
し
御
し
が
た
く
な
っ
た
保
守
派
は
今
や
国
を
ど
こ
に
導
く
の
か
を
め
ぐ
っ
て
対
立
を
始
め
た
。
レ
ー
ガ
ン
主

義
自
体
が
、
思
想
的
に
も
政
策
的
に
も
す
で
に
消
耗
し
き
っ
た
と
い
う
認
識
も
、
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
レ
ー
ガ
ン

主
義
は
よ
り
過
激
な
形
態
を
と
っ
て
、
二
〇
〇
〇
年
の
大
統
領
選
挙
以
降
に
生
き
残
り
を
果
た
す
の
で
あ
る（

22
）。 　

（
四
二
六
）
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保
守
系
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
研
究
所
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ヘ
イ
ワ
ー
ド
（Steven F. 

H
ayw

ard

）
は
、
最
新
の
二
冊
の
浩
瀚
な
レ
ー
ガ
ン
伝
を
刊
行
し
て
い
る
。
一
冊
目
は
一
九
六
四
―
八
〇
年
を
対
象
に
オ
ー
ル
ド
・
リ
ベ
ラ

ル
の
崩
壊
の
中
で
レ
ー
ガ
ン
の
台
頭
を
描
き
、
二
冊
目
は
一
九
八
〇
年
代
の
保
守
主
義
の
躍
進
の
中
で
レ
ー
ガ
ン
を
「
英
雄
」
と
位
置
づ
け

て
い
る（

23
）。

民
主
党
は
レ
ー
ガ
ン
の
外
交
上
の
成
功
を
評
価
し
な
が
ら
、
そ
の
内
政
で
の
成
果
を
認
め
ず
、
共
和
党
は
リ
ベ
ラ
ル
に
対
す
る
彼

の
勝
利
を
祝
う
が
、彼
と
党
内
主
流
派
と
の
闘
争
か
ら
目
を
逸
ら
し
て
い
る
。
歴
史
家
は
レ
ー
ガ
ン
の
雄
弁
と
カ
リ
ス
マ
に
つ
い
て
語
る
が
、

彼
の
政
策
的
な
聡
明
と
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
逃
し
て
い
る
。
レ
ー
ガ
ン
は
政
治
と
権
力
を
深
く
理
解
し
て
お
り
、
明
確
で
一
貫
し
た
ビ
ジ

ョ
ン
を
抱
い
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
は
「
英
雄
」
を
発
見
し
た
の
だ
、
と
ヘ
イ
ワ
ー
ド
は
絶
賛
し
て
い
る
。

　

先
述
の
ル
ー
・
キ
ャ
ノ
ン
と
カ
ー
ル
・
キ
ャ
ノ
ン
（C

arl C
annon

）
の
親
子
は
、
力
点
を
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
に
置
き
つ
つ
、

レ
ー
ガ
ン
か
ら
ブ
ッ
シ
ュ
へ
の
保
守
派
の
流
れ
を
描
き
、
ブ
ッ
シ
ュ
を
「
レ
ー
ガ
ン
の
弟
子
」
と
位
置
づ
け
て
い
る（

24
）。「

は
じ
め
に
」
で
も

触
れ
た
よ
う
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
レ
ー
ガ
ン
を
模
倣
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、「
レ
ー
ガ
ン
と
た
え
ず
比
較
す
る
こ
と
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
に
と

っ
て
結
局
は
不
利
に
働
い
た
」、
な
ぜ
な
ら
ば
、
自
ら
評
価
の
基
準
を
高
く
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
と
、
キ
ャ
ノ
ン
親
子
は
指
摘
し

て
い
る（

25
）。

彼
ら
も
ま
た
、
ブ
ッ
シ
ュ
の
退
陣
で
レ
ー
ガ
ン
以
降
四
半
世
紀
を
越
え
る
保
守
優
位
の
時
代
の
終
焉
を
予
見
し
て
い
た
。

　

も
と
よ
り
、
そ
の
後
の
オ
バ
マ
政
権
の
支
持
率
の
低
迷
と
共
和
党
内
で
の
過
激
な
保
守
勢
力
「
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」（Tea P

arty

）

の
台
頭
を
考
え
れ
ば
、
ブ
ッ
シ
ュ
の
退
陣
で
保
守
の
時
代
の
終
焉
を
宣
言
す
る
こ
と
は
、
安
易
に
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
八
〇
年
代

や
「
レ
ー
ガ
ン
の
時
代
」
の
位
置
づ
け
に
は
、
さ
ら
な
る
時
間
と
分
析
を
要
す
る
よ
う
で
あ
る
。
歴
史
家
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
ヴ
ィ
ン

（L
aw

rence W
. L

evin

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
も
「
予
測
で
き
な
い
過
去
」
と
向
き
あ
っ
て
い
る（

26
）。

　

さ
て
、
第
三
の
研
究
動
向
は
、
冷
戦
の
終
焉
と
そ
こ
で
の
レ
ー
ガ
ン
の
役
割
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

冷
戦
終
結
の
最
大
の
要
因
は
、
ソ
連
で
の
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
登
場
で
あ
っ
て
、
レ
ー
ガ
ン
の
登
場
は
ソ
連
の
社
会
的
・
経
済

　
（
四
二
七
）
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的
な
疲
弊
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
に
恵
ま
れ
た
だ
け
だ
、
と
す
る
見
方
は
根
強
い（

27
）。

レ
ー
ガ
ン
の
時
代
に
米
ソ
の
軍
備
管
理
交
渉
が
停
滞
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
ガ
ー
ソ
フ
（R

aym
ond G

arthoff

）
な
ど
、
こ
う
し
た
見
解
を
示
す
軍
備
管
理
の
専
門
家
は
少
な
く
な
い（

28
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
レ
ー
ガ
ン
の
一
貫
し
た
対
ソ
戦
略
と
反
共
主
義
に
、
冷
戦
の
終
焉
の
最
大
の
要
因
を
見
出
す
保
守
派
の
論
者
も
ま
た
多

い
。
歴
史
家
の
ジ
ョ
ン
・
デ
ギ
ン
ズ
（John P

atrick D
iggins

）
に
至
っ
て
は
、
レ
ー
ガ
ン
の
反
共
主
義
を
リ
ン
カ
ー
ン
の
奴
隷
解
放
に

比
肩
す
る
偉
業
と
し
て
、
理
想
が
歴
史
を
切
り
拓
い
た
好
例
と
見
な
し
て
い
る（

29
）。

海
軍
大
学
院
教
授
の
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
キ
ュ
イ
ー
ラ
（John 

A
rquilla

）
も
、
レ
ー
ガ
ン
は
核
不
拡
散
や
対
テ
ロ
政
策
で
は
成
果
を
挙
げ
な
か
っ
た
が
、
対
ソ
戦
略
全
般
に
は
成
功
し
た
と
見
る
。
彼
に

よ
れ
ば
、
レ
ー
ガ
ン
に
は
明
確
な
理
念
が
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
教
条
に
陥
ら
な
い
柔
軟
さ
も
あ
っ
た
と
い
う（

30
）。

し
か
し
、

す
で
に
カ
ー
タ
ー
政
権
の
末
期
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
軍
拡
と
対
ソ
経
済
制
裁
は
始
ま
っ
て
い
た
し
、
ソ
連
の
態
度
が
軟
化
し
た
の
は
、
後
者
が

解
除
さ
れ
た
後
で
あ
る
。
し
か
も
、
ソ
連
の
経
済
力
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
推
定
よ
り
も
は
る
か
に
弱
体
化
し
て
い
た
。

　

よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
見
解
と
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ン
（Jam

es M
ann

）
は
、「
レ
ー
ガ
ン
が
冷
戦
に
勝
利

し
た
の
で
は
な
い
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
冷
戦
を
放
棄
し
た
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
ア
メ
リ
カ
で
他
の
多
く
の
者
が
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
時
に
、
レ
ー
ガ
ン
は
そ
れ
に
気
づ
き
、
冷
戦
の
終
焉
へ
の
環
境
づ
く
り
に
協
力
し
た
の
で
あ
る（

31
）」。

　

も
と
よ
り
、
冷
戦
を
終
わ
ら
せ
た
の
は
レ
ー
ガ
ン
か
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
か
と
い
う
二
者
択
一
は
愚
問
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
レ
ー
ガ
ン
と
イ

ギ
リ
ス
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
hatcher

）
首
相
と
の
協
力
関
係
を
「
政
治
的
結
婚
」
と
し
て
重
視
す
る
研
究（

32
）や

、

こ
の
二
人
と
ロ
ー
マ
法
王
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
（Johannes P

aulo II
）
の
協
力
に
着
目
す
る
研
究
も
現
れ
て
い
る（

33
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
レ
ー
ガ
ン
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
〇
世
紀
全
般
、
一
九
八
〇
年
代
、
そ
し
て
冷
戦
の
終
焉
と
、
長
期
か
ら
短
期
ま
で
様
々

な
射
程
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
政
策
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
は
評
価
が
分
裂
し
な
が
ら
も
、
レ
ー
ガ
ン
の
個
性
や
象
徴
機

能
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
に
つ
い
て
は
、
肯
定
的
な
評
価
で
一
致
し
て
い
る
。

　
（
四
二
八
）
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果
た
し
て
、
両
者
は
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
今
日
の
高
い
レ
ー
ガ
ン
人
気
の
源
泉
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

政
治
的
人
格
形
成

　

こ
こ
で
は
、
レ
ー
ガ
ン
の
前
半
生
の
来
歴
を
瞥
見
し
た
上
で
、
そ
の
政
治
的
人
格
形
成
と
魅
力
の
源
泉
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　

ロ
ナ
ル
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
レ
ー
ガ
ン
は
、
一
九
一
一
年
に
イ
リ
ノ
イ
州
で
生
ま
れ
た
。
父
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
カ
ト
リ
ッ
ク
の
移
民
の

末
裔
で
、
靴
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
職
場
を
転
転
と
し
て
い
た
。
母
は
熱
心
な
「
キ
リ
ス
ト
の
使
徒
」
教
会
（
福
音
派
の
一
派
）
の
信
者

で
あ
り
、
禁
酒
運
動
や
慈
善
活
動
に
も
精
力
を
傾
け
て
い
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
父
か
ら
巧
み
な
話
術
と
ハ
ン
サ
ム
な
外
見
を
、
そ
し
て
、
母
か

ら
は
敬
神
の
念
や
楽
観
主
義
を
受
け
継
ぎ
、
母
に
伴
わ
れ
て
教
会
に
通
い
、
演
劇
や
詩
に
関
心
を
寄
せ
た
。

　

地
元
の
高
校
を
卒
業
後
に
、
レ
ー
ガ
ン
は
「
キ
リ
ス
ト
の
使
徒
」
教
会
の
経
営
す
る
ユ
ー
レ
カ
大
学
に
学
ん
だ
。
彼
が
大
学
を
卒
業
す
る

頃
は
世
界
大
恐
慌
の
渦
中
で
あ
り
、
レ
ー
ガ
ン
は
苦
労
の
末
に
ア
イ
オ
ワ
の
小
さ
な
ラ
ジ
オ
局
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
就
職
し
た
。
当
時

の
彼
は
父
と
同
様
に
熱
心
な
民
主
党
員
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
支
持
者
で
あ
っ
た
。

　

レ
ー
ガ
ン
は
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
が
、
一
九
三
七
年
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
ワ
ー
ナ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
と
契
約

し
て
映
画
俳
優
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
Ｂ
級
映
画
を
中
心
に
活
躍
し
、一
九
四
〇
年
に
は
女
優
の
ジ
ー
ン
・
ワ
イ
マ
ン
（Jane 

W
ym

an

）
と
結
婚
し
た
（
一
九
四
八
年
に
離
婚
）。
ア
メ
リ
カ
が
第
二
次
世
界
大
戦
に
参
戦
す
る
と
、
レ
ー
ガ
ン
は
陸
軍
に
召
集
さ
れ
、
主

と
し
て
戦
意
昂
揚
映
画
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
に
出
演
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
レ
ー
ガ
ン
は
高
率
の
所
得
税
に
不
満
を
抱
く
と
と
も
に
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
俳
優
組
合
の
委
員
長
を
務
め
、
共
産
党

　
（
四
二
九
）
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系
の
組
合
と
戦
い
、い
わ
ゆ
る
「
赤
狩
り
」
に
積
極
的
に
協
力
す
る
。
こ
の
間
、一
九
五
二
年
に
は
女
優
の
ナ
ン
シ
ー
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
（N

ancy 

D
avis

）
と
再
婚
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
離
婚
暦
の
あ
る
唯
一
の
大
統
領
で
あ
る
。
同
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
レ
ー
ガ
ン
は
共
和
党
の
ド

ワ
イ
ト
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ight D

. E
isenhow

er

）
将
軍
に
投
票
し
て
い
る
（
当
初
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
民
主
党
大
統
領
候
補

へ
の
擁
立
に
熱
心
で
あ
っ
た
）。

　

テ
レ
ビ
の
台
頭
と
シ
ャ
ー
マ
ン
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
る
ス
タ
ジ
オ
・
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
（
制
作
と
配
給
の
分
離
）
な
ど
で
、
映
画
産
業
が

斜
陽
化
し
、
出
演
作
に
恵
ま
れ
な
く
な
る
と
、
レ
ー
ガ
ン
は
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（G

E
: G

eneral 

E
lectrics

）
の
テ
レ
ビ
番
組
の
司
会
を
務
め
、全
国
の
Ｇ
Ｅ
施
設
を
巡
回
講
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｇ
Ｅ
の
「
親
善
大
使
」
役
を
通
じ
て
、

彼
は
財
界
と
の
関
係
を
構
築
し
て
い
っ
た
。
一
九
六
二
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
選
挙
で
は
、
ニ
ク
ソ
ン
を
応
援
し
て
、
共
和
党
に
転

じ
て
い
る
（
ニ
ク
ソ
ン
は
落
選
）。

　

や
が
て
、一
九
六
四
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、レ
ー
ガ
ン
は
強
硬
な
反
共
主
義
者
で
あ
る
共
和
党
の
バ
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
タ
ー
（B

arry 

G
oldw

ater

）
上
院
議
員
を
支
持
し
、「
歴
史
と
の
ラ
ン
デ
ヴ
ー
」
と
い
う
有
名
な
応
援
演
説
を
行
な
っ
た
。
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
惨
敗

し
た
が
、
レ
ー
ガ
ン
は
一
躍
共
和
党
保
守
派
の
ス
タ
ー
と
な
り
、
一
九
六
六
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
選
挙
に
擁
立
さ
れ
、
民
主
党
現

職
の
パ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
（P

at B
row

n

）
を
大
差
で
下
す
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
「
リ
ン
カ
ー
ン
を
暗
殺
し
た
の
も
俳
優
だ
っ
た
」
と
、

レ
ー
ガ
ン
の
経
歴
を
攻
撃
し
、
敵
を
過
小
評
価
し
て
大
敗
を
喫
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
し
ば
し
ば
過
小
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
、
予
期
せ
ぬ
成
果

を
挙
げ
て
き
た
。

　

さ
て
、
レ
ー
ガ
ン
の
政
治
的
人
格
形
成
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
ま
ず
第
一
に
家
庭
で
あ
り
、
と
り
わ
け
母
の
存
在
で
あ
る
。

二
冊
の
回
顧
録
の
中
で
も
、
彼
は
母
に
つ
い
て
く
り
返
し
語
り
、
母
へ
の
愛
情
を
表
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
レ
ー
ガ
ン
の
母
は
次
男
の
政

界
入
り
に
先
立
つ
一
九
六
二
年
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
の
闘
病
の
末
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
（
こ
の
点
で
も
、
レ
ー
ガ
ン
は
母
の
影
響

　
（
四
三
〇
）
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を
受
け
た
と
言
え
る
）、
彼
女
に
関
す
る
特
集
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
残
っ
て
は
い
な
い
。
先
に
紹
介
し
た
レ
ー
ガ
ン
の
書
簡
集
に
も
母
へ
の

手
紙
は
含
ま
れ
て
い
な
い
し
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
図
書
館
に
も
母
か
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
女
は
伝

記
も
記
し
て
い
な
い
（
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
に
至
る
一
二
人
の
大
統
領
の
母
親
の
う
ち
、

六
人
も
が
自
伝
を
刊
行
し
て
い
る
）。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
レ
ー
ガ
ン
の
俳
優
時
代
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン
だ
っ
た
女
性
と
レ
ー
ガ
ン
の
母
と
の
往
復
書
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
ボ
ニ
ー
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
（B

onnie A
ngelo

）
は
、
そ
れ
を
基
に
し
て
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
母
親
た
ち
に
関
す
る
一
章
を
レ
ー
ガ

ン
母
子
に
割
い
て
い
る（

34
）。

レ
ー
ガ
ン
の
楽
観
主
義
は
、明
ら
か
に
母
親
の
影
響
で
あ
っ
た
。
彼
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
う
一
人
の
女
性
、

つ
ま
り
、
二
番
目
の
妻
ナ
ン
シ
ー
も
、
こ
の
点
を
は
っ
き
り
認
め
て
い
る（

35
）。

こ
の
楽
観
主
義
こ
そ
は
「
ア
メ
リ
カ
の
夜
明
け
」
と
い
う
レ
ー

ガ
ン
の
政
治
的
呼
び
か
け
に
つ
な
が
り
、
党
派
を
超
え
た
彼
の
国
民
的
人
気
の
源
泉
で
あ
っ
た
。
母
は
さ
ら
に
、
次
男
に
信
仰
と
奉
仕
の
精

神
を
教
え
た
。
レ
ー
ガ
ン
が
「
大
き
な
政
府
」
を
嫌
い
、
減
税
を
追
求
し
た
理
由
は
、
俳
優
時
代
に
高
率
の
税
金
に
苦
し
ん
だ
経
験
の
他
に
、

弱
者
は
自
助
努
力
と
地
域
社
会
の
奉
仕
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
政
府
の
介
入
に
頼
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
一
九
世
紀
的
な

信
念
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
救
済
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
は
、
レ
ー
ガ
ン
の
保
守
主
義
の
核
心
で
あ
る
。

　

他
方
、
レ
ー
ガ
ン
の
父
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
あ
っ
た
。
父
が
仕
事
に
失
敗
す
る
た
び
に
、
レ
ー
ガ
ン
一
家
は
各
地
を
転
転
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
幼
い
転
校
生
は
社
交
的
で
な
け
れ
ば
、
小
さ
な
共
同
体
に
は
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。
こ
の
幼
少
期
も
、
中
西

部
か
ら
ハ
リ
ウ
ッ
ド
入
り
し
た
青
春
期
も
、
そ
し
て
民
主
党
か
ら
共
和
党
に
転
じ
た
政
界
で
も
、
レ
ー
ガ
ン
は
常
に
「
部
外
者
」
で
あ
っ
た
。

父
の
よ
う
な
人
生
の
落
伍
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
向
上
心
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

因
み
に
、
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
（B

ill C
linton

）
も
レ
ー
ガ
ン
と
同
様
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
で
あ
り
、
幼
少
期
に
継
父
の
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
と
暴
力
に
苦
し
ん
だ
（
レ
ー
ガ
ン
の
父
は
、
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
は
な
か
っ
た
）。
ク
リ
ン
ト
ン
も
社
交
的
で
楽
観
主
義
的
、
そ
し
て

　
（
四
三
一
）



ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
研
究

 

四
三
二

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

上
昇
志
向
の
強
い
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
の
場
合
も
、
そ
う
し
た
資
質
は
父
に
対
す
る
ト
ラ
ウ
マ
と
無
縁
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ

て
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（W

oodrow
 W

ilson

）
に
関
す
る
多
く
の
サ
イ
コ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
が
著
さ
れ
た
が
、
レ
ー
ガ
ン
に
つ

い
て
も
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
ろ
う（

36
）。

　

第
二
に
、
軽
視
さ
れ
が
ち
だ
が
、
ラ
ジ
オ
局
で
の
経
験
も
、
の
ち
の
政
治
家
レ
ー
ガ
ン
に
と
っ
て
貴
重
な
資
産
と
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年

代
に
は
、
商
業
用
の
ラ
ジ
オ
局
が
全
米
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
優
れ
た
通
信
技
術
を
有
す
る
人
々
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
軍
隊
生
活
か
ら

戻
っ
て
き
た
こ
と
が
、
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
特
に
、
シ
カ
ゴ
を
中
心
と
し
た
中
西
部
に
は
多
く
の
ラ
ジ
オ
局
が
あ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
中
に
は
、
映
画
俳
優
並
み
の
知
名
度
や
人
気
を
誇
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
学
を
卒
業
す
る
頃
に
は
、
レ
ー
ガ

ン
は
俳
優
を
志
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
非
現
実
に
思
え
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、

と
り
わ
け
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
の
経
験
を
重
視
す
る
が
、
先
述
の
ゲ
リ
ー
・
ウ
ィ
ル
ズ
で
あ
る
。
確
か
に
、
レ
ー
ガ
ン
自
身
も
「
俳
優
を
や

っ
た
こ
と
の
な
い
人
間
に
大
統
領
職
が
務
ま
る
だ
ろ
う
か
」
と
く
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
シ
ナ
リ
オ
と
編
集
、
そ
し
て
演
出
に
大

き
く
依
存
す
る
映
画
俳
優
の
経
験
だ
け
で
は
、
政
治
家
と
し
て
の
レ
ー
ガ
ン
の
当
意
即
妙
は
習
得
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ラ
ジ

オ
の
実
況
中
継
を
通
じ
て
鍛
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
彼
は
陸
軍
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
作
成
で
も
、
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
数
多
く
担
当
し
て
い
る
。「
何
し
ろ
彼
自
身
は
ま
っ
た
く
理
解
し
て
い
な
い
事
柄
な
の
に
、
彼
が
語
る
と
信
じ
が
た
い
説
得

力
を
も
っ
て
し
ま
う
の
だ
」
と
、
当
時
の
同
僚
は
語
っ
て
い
る（

37
）。

　

さ
ら
に
、
レ
ー
ガ
ン
は
バ
リ
ト
ン
の
美
し
い
声
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
点
で
は
、
彼
が
尊
敬
し
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と

同
じ
で
あ
る
。
リ
ン
カ
ー
ン
も
バ
リ
ト
ン
の
美
声
だ
っ
た
と
い
う
。
レ
ー
ガ
ン
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
を
退
任
後
も
ラ
ジ
オ
番
組
に
出

演
し
て
い
た
か
ら
、
人
生
の
大
半
を
声
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
リ
ン
カ
ー
ン
か
ら
オ
バ
マ
に
至
る
ま
で
、
大
統
領
に

　
（
四
三
二
）
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と
っ
て
、
声
は
重
要
な
政
治
的
武
器
な
の
で
あ
る
。

　

ラ
ジ
オ
を
最
も
効
果
的
に
用
い
た
政
治
家
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
上
述
の
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー

（A
dolf H

itler

）
で
あ
っ
た
。
喜
劇
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
、
そ
の
ヒ
ト
ラ
ー
を
風
刺
し
た
映
画
『
独
裁
者
』（
一
九
四
〇
年
）

の
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
の
大
演
説
で
、「
飛
行
機
と
ラ
ジ
オ
は
我
々
を
接
近
さ
せ
、
人
類
の
良
心
に
呼
び
か
け
て
世
界
を
一
つ
に
す
る
力
が
あ
る
」

と
語
っ
て
い
る
。
レ
ー
ガ
ン
も
ま
っ
た
く
同
感
で
あ
っ
た
ろ
う
（
た
だ
し
、
彼
は
飛
行
機
に
乗
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
長
ら
く
忌
避
し
た
）。

大
統
領
就
任
後
も
、
彼
は
毎
週
土
曜
日
に
ラ
ジ
オ
で
国
民
に
語
り
か
け
続
け
た
。

　

第
三
に
も
ち
ろ
ん
、
映
画
界
で
の
経
験
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
レ
ー
ガ
ン
を
扱
っ
た
研
究
書
も
、
何
冊
か
出
版
さ
れ
て
い
る（

38
）。

彼
は
作
品

に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、「
Ｂ
級
映
画
の
エ
ロ
ー
ル
・
フ
リ
ン
（E

rrol F
lynn

）」
と
呼
ば
れ
、
一
九
四
〇
年
代
に
は
人
気
は
高
く
収
入

も
高
か
っ
た
。
高
収
入
に
最
高
税
率
九
四
％
（
一
九
四
四
―
四
五
年
）
を
課
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
彼
の
減
税
と
「
小
さ
な
政
府
」
へ
の
信
念

を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
。

　

戦
後
は
人
気
も
収
入
も
低
迷
す
る
が
、
映
画
俳
優
組
合
（Screen A

ctors G
uild: 

Ｓ
Ａ
Ｇ
）
の
委
員
長
と
し
て
長
ら
く
活
躍
し
た
（
一

九
五
四
七
―
五
二
年
と
五
九
年
）。
レ
ー
ガ
ン
は
と
り
わ
け
、
共
産
主
義
勢
力
の
暴
力
的
な
組
合
乗
っ
取
り
に
抵
抗
し
て
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
・
リ
ベ
ラ
ル
か
ら
反
共
主
義
に
転
じ
た
（
終
戦
直
後
に
は
、彼
自
身
が
共
産
党
へ
の
入
党
を
考
え
た
時
期
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
）。
さ
ら
に
、

彼
は
の
ち
に
経
済
思
想
家
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
エ
ク
（F. A

. H
ayek

）
の
『
隷
属
へ
の
道
』（
一
九
四
三
年（

39
））

に
も
強
い
影
響
を
受

け
た
と
い
う
。
共
産
主
義
体
制
は
レ
ー
ガ
ン
の
憎
む
「
大
き
な
政
府
」
の
代
表
で
あ
り
、彼
の
信
じ
る
キ
リ
ス
ト
教
と
も
相
容
れ
な
か
っ
た
。

先
の
シ
ュ
ル
ツ
の
指
摘
の
よ
う
に
、
レ
ー
ガ
ン
の
知
性
を
過
小
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
彼
の
反
共
主
義
は
決
し
て
便
宜
的
な
も
の
で
は

な
く
、
積
年
の
信
念
に
根
ざ
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
レ
ー
ガ
ン
が
「
赤
狩
り
」
に
積
極
的
に
協
力
し
、
連
邦
捜
査
局
（F

ederal B
ureau of Investigation: 

Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
の
密
通
者

　
（
四
三
三
）
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と
し
て
「
Ｔ
10
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
、
今
日
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（

40
）。

ま
た
、
彼
は
Ｓ
Ａ
Ｇ
委
員
長
で
あ
り
な
が
ら
、
ジ
ャ
ッ

ク
・
ワ
ー
ナ
ー
（Jack W

arner

）
や
ル
ー
・
ワ
ッ
サ
ー
マ
ン
（L

ew
 W

asserm
an

）
ら
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
大
立
者
に
は
、
き
わ
め
て
従
順
・

忠
実
で
あ
っ
た（

41
）。

権
威
と
体
制
へ
の
順
応
は
、
レ
ー
ガ
ン
の
性
格
の
重
要
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
レ
ー
ガ
ン
は
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
経
験
か
ら
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
き
上
げ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は

あ
く
ま
で
Ｂ
級
映
画
俳
優
で
あ
り
、
側
近
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
大
統
領
の
職
を
演
じ
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
俗
説
は
根
強
い
。
し
か
し
、
ウ

ィ
ル
ズ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
議
論
は
政
治
家
と
し
て
の
レ
ー
ガ
ン
の
過
小
評
価
で
あ
る
と
と
も
に
、
俳
優
と
し
て
の
彼
の
過
大

評
価
で
あ
る
。
俳
優
レ
ー
ガ
ン
は
、た
っ
た
一
つ
の
役
柄
し
か
演
じ
切
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
明
朗
な
中
西
部
の
若
者
で
あ
り
、ロ
ナ
ル
ド
・

レ
ー
ガ
ン
自
身
で
あ
る（

42
）。

　

俳
優
と
し
て
の
経
験
が
の
ち
の
政
治
家
レ
ー
ガ
ン
に
与
え
た
影
響
と
し
て
は
、
ま
ず
組
合
活
動
を
通
じ
て
の
反
共
主
義
の
信
念
の
確
立
が

重
要
で
あ
り
、
次
い
で
、
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
華
麗
な
人
脈
を
入
手
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
一
九
五
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
共

和
党
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
候
補
は
初
め
て
テ
レ
ビ
に
ス
ポ
ッ
ト
広
告
を
打
っ
て
、
当
選
を
果
た
し
た
。
一
九
六
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、

ケ
ネ
デ
ィ
と
ニ
ク
ソ
ン
と
の
テ
レ
ビ
討
論
会
が
決
定
的
な
意
義
を
有
し
た
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
テ
レ
ビ
の
普
及
に
助

け
ら
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
に
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
的
な
要
素
が
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
セ
レ
ブ
に
よ
る
政
治
」

（C
elebrity P

olitics

）
で
あ
る（

43
）。

レ
ー
ガ
ン
の
経
歴
と
人
脈
は
、
こ
の
政
治
的
潮
流
に
み
ご
と
に
合
致
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
政
界
入
り
ま
で
の
レ
ー
ガ
ン
の
前
半
生
を
た
ど
る
と
、
政
治
家
と
し
て
の
彼
の
魅
力
と
成
功
の
源
泉
が
、
す
で
に
用
意
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
る
。

　
「
グ
レ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
レ
ー
ガ
ン
の
政
治
的
魅
力
と
人
気
は
、
多
分
に
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
に
依
拠
し
て
い
た
。
そ
れ
は
多
く
の
レ
ー
ガ
ン
研
究
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
以
降
の
大
統
領
の
中
に
も
、
ク
リ
ン
ト

　
（
四
三
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ン
や
オ
バ
マ
の
よ
う
に
優
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
す
る
者
は
い
る
。
し
か
し
、
レ
ー
ガ
ン
の
よ
う
に
大
衆
文
化
的
背
景
を
も

っ
た
大
統
領
は
、
他
に
は
い
な
い
。
彼
は
単
に
元
俳
優
だ
っ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
、
テ
レ
ビ
と
メ
デ
ィ
ア
の
変
遷
を
自
ら
体

現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
並
ん
で
、
レ
ー
ガ
ン
に
は
政
治
的
統
合
機
能
が
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
以
来
、
ア
メ
リ
カ

政
治
の
基
調
は
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
り
、
保
守
、
と
り
わ
け
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
保
守
勢
力
は
異
端
視
さ
れ
て
き
た
。
政
治
家
と
し
て
の
レ
ー
ガ

ン
は
、「
小
さ
な
政
府
」
と
い
う
経
済
的
保
守
と
、
反
共
主
義
に
代
表
さ
れ
る
外
交
・
安
全
保
障
面
で
の
保
守
、
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的

価
値
観
や
社
会
秩
序
の
重
視
と
い
う
社
会
的
保
守
を
統
合
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
本
稿
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
法
や
社
会
秩
序
に
つ
い
て

の
保
守
的
姿
勢
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
と
し
て
学
生
運
動
や
対
抗
文
化
（counter culture

）
と
対
峙
し
た
こ
と
を
通
じ
て
、
さ
ら

に
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
た
。

　

様
々
な
保
守
勢
力
は
内
部
矛
盾
を
抱
え
て
い
た
。
反
共
主
義
に
よ
る
軍
拡
は
「
大
き
な
政
府
」
に
つ
な
が
る
し
、
社
会
秩
序
を
重
視
し
す

ぎ
れ
ば
、
経
済
的
自
由
が
損
な
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
レ
ー
ガ
ン
も
こ
う
し
た
矛
盾
を
政
策
レ
ベ
ル
で
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
民
主
主
義
や
自
由
、
秩
序
を
救
う
と
い
う
「
救
済
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」（rescue fantasies

）
が
レ
ー
ガ
ン
に
は
あ
っ
た
と
、
歴
史

家
の
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
レ
ク
（robert D

allek

）
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
様
々
な
保
守
勢
力
を
統
合
す
る（

44
）触

媒
作
用
を
果

た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
レ
ー
ガ
ン
は
過
去
や
伝
統
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
明
る
い
未
来
に
つ
い
て
楽
観
的

に
語
っ
た
。
共
通
の
記
憶
と
し
て
の
歴
史
が
浅
い
だ
け
に
、
共
有
で
き
る
希
望
と
し
て
未
来
に
も
統
合
作
用
を
求
め
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の

保
守
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
レ
ー
ガ
ン
は
政
治
的
タ
イ
ム
・
マ
シ
ン
で
あ
り
、
彼
の
お
気
に
入
り
の
映
画
が
ロ
バ
ー
ト
・
ゼ
メ
キ
ス

（R
obert Z

em
eckis

）
監
督
の
『
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
』（
一
九
八
五
年
）
だ
っ
た
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
の
レ
ー
ガ
ン
の
大
統
領
当
選
で
、
広
範
な
支
持
層
か
ら
な
る
「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
」
は
崩
壊
し
、
南

　
（
四
三
五
）
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部
の
保
守
的
な
民
主
党
員
の
多
く
が
レ
ー
ガ
ン
を
支
持
し
た
。
い
わ
ば
、
か
つ
て
の
レ
ー
ガ
ン
自
身
の
転
向
の
大
規
模
な
追
体
験
で
あ
り
、

彼
ら
は
「
レ
ー
ガ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
」（R

eagan D
em

ocrat

）
と
呼
ば
れ
た
。
ま
だ
こ
の
段
階
で
は
、
カ
ー
タ
ー
に
代
表
さ
れ
る
リ
ベ

ラ
ル
の
敗
北
が
明
確
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
を
通
じ
て
、
レ
ー
ガ
ン
は
巧
み
に
保
守
勢
力
を
共
和
党
と
ア
メ

リ
カ
政
治
の
主
流
に
押
し
上
げ
、
保
守
優
位
の
時
代
、
つ
ま
り
、「
レ
ー
ガ
ン
の
時
代
」
を
構
築
し
た
の
で
あ
る（

45
）。

　

す
で
に
そ
の
前
半
生
に
お
い
て
、
レ
ー
ガ
ン
は
家
庭
環
境
と
ハ
リ
ウ
ッ
ド
、
そ
し
て
Ｇ
Ｅ
と
の
つ
な
が
り
な
ど
を
通
じ
て
、
多
面
的
な
保

守
の
信
念
を
確
立
し
て
い
た
。
彼
の
保
守
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
単
純
で
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
付
け
焼
刃
で
は
な
い
。
し
か
も
、
彼
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
楽
観
主
義
、
単
純
化
、
体
制
順
応
主
義
、
大
衆
的
人
気
が
、
時
と
し
て
内
部
対
立
を
繰
り
返
し
て
き
た
保
守
勢
力
を

統
合
し
、
拡
大
強
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
レ
ー
ガ
ン
は
確
固
た
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
ち
な
が
ら
も
、
政
治
的
実
践
で
は
き
わ
め
て
柔
軟
で
妥
協
的
で
も
あ
っ
た
（
そ
れ
は

多
分
に
組
合
活
動
で
の
経
験
に
よ
る
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
の
経
験
で
も
補
強
さ
れ
た
）。
そ
の
た
め
、
彼
は
一
部
の
保
守
派
か
ら

は
裏
切
り
者
と
さ
え
呼
ば
れ
た
。
さ
ら
に
、
レ
ー
ガ
ン
は
「
大
き
な
政
府
」
や
共
産
主
義
、
対
抗
文
化
な
ど
抽
象
的
な
政
治
概
念
を
厳
し
く

攻
撃
し
た
が
、
特
定
の
個
人
を
怒
り
や
憎
し
み
を
こ
め
て
攻
撃
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
彼
の
政
策
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
蛇
蝎
の

よ
う
に
嫌
う
政
敵
た
ち
も
、
レ
ー
ガ
ン
自
身
の
魅
力
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
逆
に
、
レ
ー
ガ
ン
の
熱
心
な
支
持
者
で
も
、
彼

の
妻
ナ
ン
シ
ー
に
好
意
を
抱
け
た
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
ナ
ン
シ
ー
は
「
憎
ま
れ
役
」
と
し
て
夫
を
守
り
抜
い
た
の
で
あ

る
）。

　
（
四
三
六
）
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結
び
に
か
え
て

　

冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
レ
ー
ガ
ン
の
大
統
領
と
し
て
の
業
績
は
矛
盾
に
満
ち
て
お
り
、
そ
の
評
価
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
し
か

し
、
彼
が
ア
メ
リ
カ
社
会
の
自
信
回
復
に
貢
献
し
、
保
守
勢
力
の
糾
合
に
成
功
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
の
レ
ー
ガ
ン
を
「
グ
レ
ー

ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
」
と
し
て
評
価
す
る
に
は
、
本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
彼
の
前
半
生
を
二
〇
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
史
と
大
衆
文
化
の

中
で
検
討
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
パ
ト
リ
ッ
ク
・
モ
イ
ニ
ハ
ン
（D

. P
atrick M

oynihan

）
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
政
治
が
文
化
を

変
え
ら
れ
る
と
リ
ベ
ラ
ル
が
信
じ
る
の
に
対
し
て
、
政
治
で
は
な
く
文
化
こ
そ
社
会
の
成
功
を
規
定
す
る
と
保
守
は
み
な
し
て
い
る（

46
）。

保
守

政
治
を
理
解
す
る
に
は
文
化
的
視
点
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

大
統
領
や
外
交
、
安
全
保
障
と
い
っ
た
古
典
的
で
ハ
ー
ド
な
研
究
テ
ー
マ
と
、
大
衆
文
化
や
メ
デ
ィ
ア
史
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
エ
ス
ニ
シ
テ

ィ
ー
な
ど
カ
ル
チ
ャ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
の
間
に
、
大
き
な
乖
離
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
研
究
を
は
じ
め
、
多
く
の
地
域

研
究
の
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
研
究
は
、
両
者
を
架
橋
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
政
治
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ー
ダ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
象
徴
機
能
と
い
っ
た
観
点
か
ら
レ
ー
ガ
ン
を
考
察

し
、
比
較
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
代
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret 

T
hatcher

）
や
中
曽
根
康
弘
と
の
比
較
は
、
一
九
八
〇
年
代
論
と
し
て
も
意
義
を
も
と
う
。

　

本
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
レ
ー
ガ
ン
の
弟
子
」
ブ
ッ
シ
ュ
の
挫
折
と
退
場
に
よ
っ
て
、
保
守
優
位
の
時
代
、
つ
ま
り
「
レ
ー
ガ
ン
の

時
代
」
は
終
焉
し
た
と
見
る
歴
史
家
は
少
な
く
な
い
。
で
は
、
サ
ラ
・
ペ
イ
リ
ン
（Sarah P

alin

）
ら
を
中
心
に
、
二
〇
一
〇
年
の
中
間

選
挙
で
大
き
な
勢
い
を
み
せ
た
「
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
運
動
は
、
い
か
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
一
九
七
〇
年

代
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
高
ま
っ
た
減
税
運
動
を
、
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
以
前
の
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件
に
喩
え
て
評
価
し
た
の
は
、
他
な
ら

　
（
四
三
七
）
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ぬ
レ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
。

　
「
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
運
動
は
過
激
に
「
小
さ
な
政
府
」
を
提
唱
す
る
が
、
レ
ー
ガ
ン
と
は
異
な
り
怒
り
や
憎
悪
を
煽
っ
て
、
ア
メ

リ
カ
社
会
全
体
と
保
守
勢
力
を
も
分
断
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。「
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
運
動
の
う
ね
り
は
、
保
守
勢
力
の
挽
回

な
の
か
。
そ
れ
と
も
、「
レ
ー
ガ
ン
の
時
代
」
の
断
末
魔
の
叫
び
で
あ
ろ
う
か
。「
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
よ
う
な
保
守
勢
力
の
先
鋭
化

こ
そ
、
保
守
の
退
潮
を
意
味
し
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
政
治
の
分
断
化
や
先
鋭
化
の
背
景
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
の

変
容
が
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
時
代
の
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
含
め
た
メ
デ
ィ
ア
の
大
規
模
な
再
編
と
融
合
が
起
っ
た
。
ケ
ー
ブ

ル
・
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
、
人
々
は
情
報
の
氾
濫
に
悩
み
、
特
定
の
主
義
主
張
に
分
断
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
に
貧

富
の
拡
差
が
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
レ
ー
ガ
ン
の
よ
う
な
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
統
合
機
能
を
も
っ
て
し
て
も
癒
し
が
た
い

亀
裂
に
、
ア
メ
リ
カ
社
会
は
直
面
し
て
い
る
。
皮
肉
に
も
、
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
主
要
な
一
因
は
、
レ
ー
ガ
ン
の
政
治
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

レ
ー
ガ
ン
研
究
は
一
九
八
〇
年
代
を
超
え
て
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
全
般
や
保
守
主
義
を
考
察
す
る
上
で
も
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
レ
ー
ガ
ン
研
究
は
、
歴
史
と
政
治
学
、
地
域
研
究
の
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
、
豊
か
な
素
材
を
提
供
す
る
宝
庫
な
の
で
あ
る
。

（
1
）　

John A
rquilla, 

T
h

e
 
R

e
a

g
a

n
 
Im

p
r
in

t: 
Id

e
a

s
 
in

 
A

m
e
r
ic

a
n

 
F

o
r
e
ig

n
 
P

o
lic

y
 
fr

o
m

 
th

e
 
C

o
lla

p
s
e
 
o
f 

C
o
m

m
u

n
is

m
 
to

 
th

e
 
W

a
r
 
o
n

 
T
e
r
r
o
r
 

（C
hicago, Il.: Ivan R

. D
ee, 2006

）, p. 3.

（
2
）　

P
aul K

engor, 
G

o
d

 
a

n
d

 
R

o
n

a
ld

 
R

e
a

g
a

n
: 

A
 
S

p
ir

itu
a

l 
L

ife
 

（N
Y: H

arperC
ollins, 2005

）;  T
h

e
 
C

r
u

s
a

d
e
r
: 

R
o
n

a
ld

 
R

e
a

g
a

n
 
a

n
d

 
th

e
 
F

a
ll 

o
f 

C
o
m

m
u

n
is

m
 

（N
Y: H

arper P
erennial, 2007

）.

（
3
）　

R
onald R

eagan and R
ichard C

. H
ubler, 

W
h

e
r
e’s

 
th

e
 
R

e
s
t 

o
f 

M
e
?
 
R

o
n

a
ld

 
R

e
a

g
a

n
 
T
e
lls

 
H

is
 
O

w
n

 
S

to
r
y 

（N
Y: , 1965

）; R
onald R

eagan, 
A

n
 

A
m

e
r
ic

a
n

 L
ife

 

（N
Y: , 1990

）.

後
者
の
翻
訳
は
、
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
（
尾
崎
浩
訳
）『
わ
が
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム　

レ
ー
ガ
ン
回
想
録
』（
読
売
新
聞
社
、
一
九

　
（
四
三
八
）
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）。

（
4
）　
『
わ
が
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
』、
一
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
5
）　

F
orew

ord by G
eorge P. Shultz, K

iron K
. Skinner, A

nnelise A
nderson, and M

artin A
nderson, eds., 

R
e
a

g
a

n
: 

A
 
L

ife
 
in

 
L

e
tte

r
s
 

（N
Y: F

ree 

P
ress, 2003

）, p. ix.

（
6
）　

Ib
id

..

（
7
）　

K
iron Skinner, A

nnelise A
nderson, and M

artin A
nderson, 

R
e
a

g
a

n
 
In

 
H

is
 
O

w
n

 
H

a
n

d
: 

T
h

e
 
W

r
itin

g
 
o
f 

R
o
n

a
ld

 
R

e
a

g
a

n
 
T

h
a

t 
R

e
v
e
a

l 
H

is
 

R
e
v
o
lu

tio
n

a
r
y

 V
is

io
n

 fo
r
 A

m
e
r
ic

a
 

（N
Y: F

ree P
ress, 2001

）.

（
8
）　

D
ouglas B

rinkley, ed., T
h

e
 R

e
a

g
a

n
 D

ia
r
ie

s
 

（N
Y: H

arperC
ollins, 2007

）.

（
9
）　

Ib
id

., p. viiii.

（
10
）　

Jim
m

y C
arter, W

h
ite

 H
o
u

s
e
 D

ia
r
y

 

（N
Y: F

arrar, Straus and G
iroux, 2010

）.

（
11
）　

D
eborah H

art Strober and G
erald S. Strober, T

h
e
 R

e
a

g
a

n
 P

r
e
s
id

e
n

c
y

: A
n

 O
r
a

l H
is

tr
y

 o
f th

e
 E

r
a

（D
C

: B
rassey ’s, Inc. 1998

）.

（
12
）　

G
arry W

ills, R
e
a

g
a

n
’s

 A
m

e
r
ic

a
: In

n
o
c
e
n

t a
t H

o
m

e 

（N
Y: P

enguin B
ooks, 1987

）.

（
13
）　

ウ
ィ
ル
ズ
の
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
受
賞
作
品
は
、
リ
ン
カ
ー
ン
の
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
演
説
を
分
析
し
た
研
究
で
あ
る
。
ゲ
リ
ー
・
ウ
ィ
ル
ズ
（
北
沢
栄
訳
）『
リ
ン

カ
ー
ン
の
三
分
間
―
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
演
説
の
謎
』（
共
同
通
信
社
、
一
九
九
五
年
）。

（
14
）　

L
ou C

annon, R
o
n

n
ie

 a
n

d
 J

e
s
s
ie

: A
 P

o
litic

a
l O

d
y

s
s
e
y

 

（G
arden C

ity, N
Y: 1969

）; R
e
a

g
a

n
 

（N
Y: Sim

on &
 Schuster, 1982

）; P
r
e
s
id

e
n

t R
e
a

g
a

n
: 

T
h

e
 R

o
le

 o
f a

 L
ife

tim
e
 

（N
Y: Sim

on &
 Schuster, 1991

）; G
o
v
e
r
n

o
r
 R

e
a

g
a

n
: H

is
 R

is
e
 to

 P
o
w

e
r
 

（N
Y: 2003

）.

（
15
）　

T
h

e
 E

c
o
n

o
m

is
t, January 8, 2011, p.39.

（
16
）　

E
dm

und M
orris, D

u
tc

h
: A

 M
e
m

o
ir

 o
f R

o
n

a
ld

 R
e
a

g
a

n
 

（N
Y: 1999

）.

（
17
）　

A
lonzo H

am
by, L

ib
e
r
a

lis
m

 a
n

d
 Its

 C
h

a
lle

n
g
e
r
s
: F

r
o
m

 R
o
o
s
e
v
e
lt to

 B
u

s
h

, 2d ed. 

（N
Y: O

xford U
niversity P

ress, 1992

）, p339.

（
18
）　

マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
（
鬼
澤
忍
訳
）『
こ
れ
か
ら
の
「
正
義
」
の
話
を
し
よ
う
―
い
ま
を
生
き
延
び
る
た
め
の
哲
学
』（
早
川
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）、
三
二
一
ペ

ー
ジ
。

（
19
）　

G
il T

roy, M
o
r
n

in
g
 in

 A
m

e
r
ic

a
: H

o
w

 R
o
n

a
ld

 R
e
a

g
a

n
 In

v
e
n

te
d

 in
 th

e
 1

9
8

0
s
 

（P
rinceton, N

J: P
rinceton U

niversity P
ress, 2004

）, p.11.

（
20
）　

John E
hrm

an, T
h

e
 E

ig
h

tie
s
: A

m
e
r
ic

a
 in

 th
e
 A

g
e
 o

f R
e
a

g
a

n
 

（N
ew

 H
aven: Yale U

niversity P
ress, 2005

）.

　
（
四
三
九
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（
21
）　

Sean W
ilentz, T

h
e
 A

g
e
 o

f R
e
a

g
a

n
: A

 H
is

to
r
y

 1
9

7
4‒

2
0

0
8
 

（N
Y: H

arperC
ollins, 2008

）.
（
22
）　

Ib
id
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ボ
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ザ
ー
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〇
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ダ
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瀬
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西
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